
三重県立津商業高等学校 １年 樋口 心春 

 

三重県は、都会のようににぎやかな場所ではありませんが、その分のんびりしていて落

ち着いた時間が流れる、とても過ごしやすい県だと思います。朝や夕方に感じる静かな空

気や、少し移動するだけで自然が見える環境は、三重県ならではの良さだと感じています。

人との距離も近く、あいさつを交わす場面が多いところも、あたたかさを感じる理由の一

つです。 私は、三重県がこれから無理に都会になる必要はないと思っています。大きなビ

ルや人の多さよりも、今のように落ち着いて生活できる環境の方が、長く暮らすには大切

だと感じるからです。例えば、夕方に静かな道を歩いたり、自然の多い場所で季節の変化

を感じたりできるのは、三重県だからこそだと思います。この穏やかな雰囲気は、これから

も大切にしていってほしいです。 しかしその一方で、三重県が少しだけ栄えてほしいとい

う気持ちもあります。休日に友達と集まれる場所や、若い人が楽しめる施設が増えれば、

もっと活気が出ると思います。また、地元で働ける仕事の選択肢が増えれば、将来も三重

県に住み続けたいと考える人が増えるのではないでしょうか。少しの発展が、県全体の魅

力を高めるきっかけになると思います。 三重県は、落ち着いた雰囲気とこれからの可能

性の両方を持っている県です。今の良さを失わず、必要なところだけ少しずつ変わってい

くことで、より魅力的な場所になると思います。これからも三重県が、安心してのんびり過

ごせて、ずっと大切にしたいと思える街であってほしいです。 


